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腐植質火山灰土における有機物導入の効果について

成出息親・幽彼勇治・山川二郎

（福島県農試）

最近開拓地の土地生産性の低下が問題となっているた

め・地力の維持増進に関する試験を行った．これは有機

物の施用が少をく，金肥の依存度が高くなっているため

と患われるので．一般集奴が触劫に出来る．すなわち，

生産された有機物をそのまま土壌に還元する方法で試巌

した．

4　試駄区の構成

1・　試　験　方　法

t　位置　西白河郡西郷村開拓地

芝　地質地形　安山岩火山灰土平担

a　試験地土壌
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江　2・と，もろこし瞳巾1帥鯛両に魚肥大豆作付8月下旬に鋤込む．
2・菜種は5月上旬抜取少鋤込む．

已　作物別施肥皇（転化h）

作 物名 〟 ろ 0 8 ∬ 2 0 堆　 肥 備　　 考
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2・試験編具し経過横手）

1　玉萄森

川　堆肥区は訟年率（初年度）にかいて無職把に比

し弾重，子実重共に約那％の増収を見た．濾年度では綽

第1表　　玉野黍収量比率
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重約虻％，子冥重は約亜％の増収となった．併し恥．祈

年度では・子天童の増収率はむしろ低くな少約却％増に

とゞまっている・禅室に封いては反対に増す傾向があ少

訂年度では劣％の櫓となった．

田　鹿肥大豆導入及び菜種導入区は堆肥区とたゞ同

様な傾向で肪年度において最高（子夷重亜％増）を示し

訂年度には子実重で公％の増とな少その増収率は低下す

る結果となった・併し群重においてむしろ増収率は高く

を少訂年度では約亜％の増となっている．

③　牧草跡地の生産量は樺重で約劫％，子実塵で約

分％余の増収で堆肥区とその生産性は大差なかった．

（第1表）
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已　小麦　　　　　　　　　　　　　　　は）真也導入区の麦作はポ年度のみであるが稗重亜

（1）堆肥区は糾年度に島中て醐軸商を示し，樺　サ〇・千実呈2％の増収で奴も生産壷は向かった・
㈲　牧草跡地は第1作目は増収率高く禅室駈％・子

実重劫％の増であり崇二作目は癖重釦％・子実笠沙％の

増でこれも同様増収率は低くなった・（如2表）

重，子失重で約00％の増であったが・漸次低下し86年度

には稗重26％，子実重13％の短となった・

但）緑肥大豆区の増収率も堆肥区と同様な他向で・

恥年鑑では秤量約釦％，子笑壷か％の増となっている・

第2表　小麦の生再と収壷比率
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a　燕麦の均一栽培結果

上記の試賊区に燕麦を均一栽培し乳熟期に刈取りした

枯果，生体総量で堆肥区は旭％，緑肥大豆区盟％・菜種

区釦％，牧草跡地区は㌘％の増収であった・（崇3・表）

；．巧

a　各年夏作収穫後の土壌分析

各年皮等の土壌を同時に一連の捜作で分析した結集・

腐植は嘩肥，緑肥大豆一集権を鋤込んだ区は∴　4簡年間

に約0・8％増した，〟は殆んと変らず・酸度rlは初年
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屯　緑肥作物細の導入遠

縁肥大豆は玉萄泰の間作であるため草丈の割合に収量

は少なく畑q当り約700恥である・粟粒は生体童の鼓も

大きな時期（5月上旬）に抜き取少鋤込んだもので約

1弼0　9である．牧草の収量は8（伽晦内外であるが地上鮎

は鋤込まず家畜の飼料とした・（窮4表）

第4表　緑肥と牧草の収量：（厄／108）
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播種 8 月下旬

耕起小麦作前

皮では各区間に若干の麦はあるが訂年度には各区同‾と

なった．置換石次は各区共催かに増す傾向にある・燐吸

は淡勤がない．団粒は有機物施用によ少僅かに■増した軽

度であった・（第5衣）

（ 第　 5　 表 ）　 各 年 度∴夏 作 収 捜 后 の 土 壌 分 析
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5・　考　　　　察

玉萄黍及び小麦はこの施肥室で充分であわ年次を経る

につれて倒伏の傾向が曳われた・このため子実の増収率

は低下しているが反対に禅室が高くなっている．

肥料は石室1塔頭が主体であるため，置換石灰は増す

傾向にあり，紺，酸度ylは変動がない．又この種の土

壌はもともと団粒が多いため有機物を施用しても．団粒

の増加率は僅かである・このような状態の跡地に少肥の

la

均一栽培を行在ったが＝その結乳生産性に明らかな差

が現れたことから，この・哩の上塾でも有機物施耳目てよる

地力の維持増進の効束は大きいものと考えられる．

4・　転　　　　　篤

この種の土壌（特に腐植質土で団粒の多い土）に石火

質肥料を主体とし二割巴料が充分であれば有機物を施用

しなくとも教年間は生産岩は吐下しない．併し有機物を

施用することによ少地力が増也し生産性軋軋ヒする．


